
宮
島
に
お
け
る
エ
コ
ツ
I
リ
ズ
ム
の
普
及
・

定
着
に
資
す
る
情
報
提
供
施
設
整
備
の
検
討

株
式
会
社

建
設
技
術
研
究
所

は
じ
め
に

近
年
、
自
然
環
境
の
保
全
に
配
慮
し

な
が
ら
、
地
域
の
創
意
工
夫
を
生
か
し

た
新
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル
で
あ
る

エ
コ

ツ
l
リ
ズ
ム
が
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い

る。

エ
コ

ツ
l
リ
ズ
ム
の
普
及
・
定
着

を
推
進
す
る
た
め
、
環
境
省
で
は
基
盤

施
設
整
備
や
地
域
活
性
化
な
ど
ハ

l
ド

面
・
ソ
フ
ト
面
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

当
社
で
は
、
平
成
二
三
1
二
四
年
度

に
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
宮
島
地
域
に

お
け
る
ハ

I
ド
面
で
の
施
策
と
し
て、

エ
コ

ツ
l
リ
ズ
ム
基
盤
施
設
整
備
と
そ

の
一
環
で
あ
る
情
報
提
供
施
設
整
備
の

検
討
に
携
わ
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
。

本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
業
務
の
調
査
、
検

討
内
容
に
つ
い
て

一
部
紹
介
し
た
い
。

大
阪
本
社
環
境
室

牧

俊

行

主
幹

宮
島
の
利
用
形
態
と

自
然
環
境

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
は
わ
が
国
を
代

表
す
る
多
島
海
風
景
地
で
、
そ
の

一
つ

で
あ
る
宮
島
は
、
島
全
体
が
国
立
公
園

と
国
の
特
別
名
勝
・
特
別
史
跡
に
指
定

さ
れ
、
世
界
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ

る
が
、
天
然
記
念
物
の
原
始
林
、
ミ
ヤ

ジ
マ
ト
ン
ボ
の
生
息
、
ラ
ム
サ
l
ル
条

約
登
録
湿
地
な
ど
、
多
様
で
希
少
な
自

然
環
境
を
有
し
た
地
域
で
も
あ
る
。

一
方
、
宮
島
は
年
間
四

O
O
万
人

（平
成
二
四
、
二
五
年
調
査
）
を
超
え

る
国
内
有
数
の
観
光
地
で
、
外
国
人
旅

行
者
も
多
い
。

し
か
し
、
そ
の
多
く
は

厳
島
神
社
を
中
心
と
す
る
参
詣
者
や
水

族
館
等
へ
の

一
般
観
光
客
が
占
め
て
お

り
、
｛
呂
島
特
有
の
文
化
に
よ
り
維
持
さ

れ
て
き
た
自
然
環
境
が
十
分
に
周
知
・

活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
宮
島
の
優
れ
た

自
然
環
境
や
歴
史
文
化
を
保
全
し
つ
つ
、

そ
れ
ら
を
活
用
・
体
験
で
き
る

エ
コ

ツ

l
リ
ズ
ム
を
普
及
・
定
着
さ
せ
、
地
域

活
性
化
や
環
境
保
全
に
寄
与
す
る
仕
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

エ
コ
ツ
l
リ
ズ
ム
の
普
及
・

定
着
に
資
す
る
基
盤
施
設
整
備

宮
島
で
は
、
シ
！
カ
ヤ
ッ
ク
や
ハ
イ

キ
ン
グ
等
の
自
然
体
験
ツ
ア
ー
が

N
G

O
や
民
間
事
業
者
に
よ
っ
て
既
に
実
践

さ
れ
て
い
る
が
、
豊
か
な
自
然
資
源
や

歴
史
文
化
資
源
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
今
後
さ
ら
な
る
展
開
が
期
待
で
き

る
。
こ
れ
ら
を
ハ

l
ド
面
か
ら
支
援
し

て
い
く
施
策
と
し
て
、
活
動
に
必
要
な

さ
ま
ざ
ま
な
基
盤
施
設
整
備
が
考
え
ら

れ
る
が
、
中
で
も
国
立
公
園
と
し
て
の

宮
島
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
、
国
内
外

に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
情
報
提

供
施
設

（標
識
、
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
、
ホ

ー
ム
ペ

l
ジ
等
）
の
整
備
が
、
現
在
検

討
す
べ
き
重
要
な
施
策
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
た
。情

報
受
発
信
の
現
状
と

課
題

宮
島
に
お
け
る
観
光
情
報
の
発
信
状

況
を
調
査
し
た
結
果
、
標
識
、
ホ

l
ム

ペ
ー
ジ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
、
多
様
な
主

体
・
媒
体
に
よ
り
多
く
の
情
報
が
発
信

さ
れ
て
い
た
が
、
自
然
環
境
や
そ
れ
ら

の
体
験
方
法
に
つ
い
て
は
、
海
外
を
含

め
て
多
く
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

具
体
的
な
ニ
l
ズ
を
把
握
す
る
た
め

み
せ
ん

に
、
弥
山
の
登
山
道
に
て
情
報
受
発
信

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
、
利
用
し
た
媒
体
お
よ

び
今
後
充
実
を
望
む
媒
体
と
し
て
、
多

く
が
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
選
択
し
た
が
、

外
国
人
旅
行
者
は
現
地
配
布
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
類
に
も
期
待
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
ま
た
、
充
実
し
て
ほ
し
い

情
報
内
容
と
し
て
は
、
分
か
り
ゃ
す
い

解
説
、
テ
l
マ
・
興
味
別
の
詳
細
な
解

説
、
位
置
情
報
や
所
要
時
間
等
が
上
位

に
あ
げ
ら
れ
た
。

（図
1
、
図
2
参
照
）

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
や
既
往
デ
l
タ

等
を
踏
ま
え
、
自
然
資
源
に
係
る
情
報

提
供
施
設
整
備
に
向
け
て
の
課
題
と
し

て、

「情
報
媒
体
の
充
実
に
よ
る
周
知
」

「情
報
内
容
の
充
実
に
よ
る
魅
力
向
上
」

「情
報
の
再
整
理
と
連
携
に
よ
る
効
果
的

な
情
報
提
供
」「
多
言
語
化
に
よ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
応
」
等
が
抽
出
さ
れ
た
。

四

情
報
提
供
施
設
整
備
の

検
討

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
情
報
利
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外国人旅行者

1ガイドブック等

重罰~ ~ 
2. HP・ブログ

3観光案内所

4.現地の標識類
5. 1¥ ンフレット・チラシ

6その他

（人） 。10 20 30 40 0 5 10 15 20 0 5 10 15 20 

一般観光客登山道利用者

1.分かりゃすい解説

2詳しい解説

3図や写真

4.ルート、時間、準備物等

5.文化歴史との関わり

6.テーマ別の紹介

7.その他

充実してほしい情報媒体（現地アンケー トより）

外国人旅行者一般観光客

図1

登山道利用者

用
の
場
面
と
必
要
な
内
容
等
を
考
慮
し
、

各
施
設
の
相
互
連
携
に
よ
る
効
果
的
な

情
報
提
供
（
図

3
参
照
）
を
目
指
し
た

整
備
の
検
討
を
行
っ
た
。
検
討
は
、
有

識
者
や
関
係
機
関
、
関
係
行
政
機
関
に

よ
る
検
討
会
等
を
通
じ
て
、
い
た
だ
い
た

意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
反
映
し
な
が
ら

進
め
、
宮
島
に
お
け
る
エ
コ
ツ

l
リ
ズ
ム

の
普
及
・
定
着
に
資
す
る
情
報
提
供
施

設
整
備
の
基
本
設
計
と
し
て
取
り
ま
と

め
た
。

①
標
識
類
の
検
討
ポ
イ
ン
ト

・
各
種
標
識
の
整
備
。
既
存
標
識
の
統

②－  
ガイ Q イ標英表距標保る理合
イト R ド 識語示離高全景に
ドと コ マ の 併、のや。観よ整

マの l ツナ記 叶l〓2 ・曇Yff_,El J.,, 
ツ連ドプンゃ 醐 ； lir~tlJv1 
プ携等とバピ 長，.."5-1J・ζ＇Ul..ll盃主淘鴨
の。にのリク 11~-1'－雰~m~薗~~. －－－間一
検 よ位ント ・c~盤調E!tiW劇 ｜ウエブサイ ト ｜
討 る置ググ F野区＼~寝姐・~・1与 ｜ CPC用） ｜ 

ポ 、情にラ l·.）~g梗姐岳連軍轟 1・閣 I 
イ ウ報よム tll~ .• 害写ミ持圃~ i‘ 

ン エのるの図4 現地モニタリング会 プリン~ト
ト ブ連 、併標識のモックアップを作成し、 J ~ _, • -.I J 卜

サ 堵ガ巧現地でデザインやスマー 卜フ

オンとの連携等を確認した

20 15 10 20110 10 40110 30 10 20 。（人）

充実してほしい情報内容（現地アンケートより）

情報提供施設の相互連携イメージ

－民・語順調fijj酔ヨー

寸ガイドマップ

（興味別・言語別）

図3

図2

・
動
植
物
や
地
形
地
質
な
ど
、
興
味
別

の
体
験
が
で
き
る
お
勧
め
モ
デ
ル
コ

ー
ス
の
設
｛
疋
。

・
体
力
や
時
間
に
応
じ
た
選
択
情
報

（
難
易
度
、
距
離
、
所
要
時
間
、
高

低
差
等
、
）
の
掲
載
。

・
宮
島
の
魅
力
や
資
源
の
分
か
り
ゃ
す

ミ
刀
口
、
ト
l
O

B
V
＋ホノフ

・
自
然
保
護
と
の
両
立
を
図
る
た
め
の

注
意
、
啓
発
事
項
の
記
載

0

・
外
国
人
旅
行
者
の
た
め
の
多
言
語
版
。

（宮
島
は
欧
州
か
ら
の
旅
行
者
が
多

く
仏
語
、
独
語
も
必
要
）

③
ウ
工
ブ
サ
イ
ト
の
検
討
ポ
イ
ン
ト

・
出
発
前
か
ら
現
地
ま
で
活
用
で
き
る

サ
イ
ト
の
構
築
。
（

P
C
版
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
版
）

．
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
0

．
世
界
へ
の
魅
力
発
信
を
視
野
に
入
れ

た
多
言
語
版
。

こ
れ
ら
の
情
報
提
供
施
設
の
整
備
に

当
っ
て
は
、
関
係
す
る
行
政
機
関
や
団

体
等
と
の
連
携
、
調
整
を
図
り
な
が
ら

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ガ
イ
ド
マ

ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
中
国
四
国
環
境
事

務
所
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
に
て
公
表
さ
れ

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
新
た
な
視
点
で
宮

島
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

『
片
付
口
一
＼
＼

n
F
口
ω
F－
町
。
｝
内
ロ
・
。
ロ
〈
・
向
。
・
』
円
）
＼

p-' r;q ロ
0 c ~コ
トイ ドー・ 「→ー
ニ己ロ

(D ト寸

｜ 。

B こF
~ p 
'"d ....... 

ミ〈
＼＼’“  ドー・ トHロ』・炉ー．
5ト旨
門 （＂＇

本
稿
で
は
、
エ
コ
ツ

l
リ
ズ
ム
の
普

及
・
定
着
に
資
す
る
ハ

l
ド
施
策
の
検

討
を
紹
介
し
た
が
、
別
途
試
行
し
て

い

る
ソ
フ
ト
施
策
を
は
じ
め
、
環
境
保
全

と
の
バ
ラ
ン
ス
や
地
域
活
性
化
へ
の
貢

献
等
を
踏
ま
え
た
基
盤
施
設
整
備
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

自
然
環
境
の
保
全
や
再
生
、
賢
明
な

利
用
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
も
当
社
の
幅

広
い
専
門
性
と
総
合
力
、
発
想
力
を
活

か
し
た
提
案
、
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
本
業
務
の
実
施
お
よ
び
本

稿
掲
載
に
つ
い
て
ご
指
導
、
ご
理
解
し

て
い
た
だ
い
た
環
境
省
中
国
四
国
地
方

環
境
事
務
所
お
よ
び
関
係
者
の
方
々
に

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

牧
俊
行
・
ま
き
と
し
ゆ
き

株
式
会
社
建
設
技
術
研
究
所
大
阪
本
社
環

境
室
主
幹
。
技
術
士
（
総
合
監
理
部
門
、

環
境
部
門
、
建
設
部
門
）
。
主
に
自
然
公
園
や

公
共
空
間
の
環
境
整
備
、
自
然
再
生
、
ラ
ン
ド

ス
ケ
l
プ
に
係
る
計
画
、
設
計
業
務
に
従
事
。

〈
会
社
概
要
〉
日
本
で
最
初
の
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
。
社
会
資
本
整
備
や
環
境
保
全
に

お
け
る
調
査
、
計
画
、
設
計
、

事
業
執
行
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
な
ど
幅
広
い
領
域
で
業
務

を
展
開
。
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